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秦野小の公開研に参加して

学びの主導権は子供に 授業の中に、子供たちが自ら「選び」「決める」場面を意図的に設定することが不可欠です。学習のコントローラーを子
供たちの手に委ねることこそが、真の主体性を育む第一歩となります。
• 原理2：本質は言葉と対話にあり 流行の教育用語に惑わされることなく、人間が思考し、他者と関わるための根源的なツールである「言語」
を用いた活動を、常に学習の核として捉え続けるべきです。言語活動の豊かさが、学びの深さを規定します。
• 原理3：二項対立からの脱却 「個別」と「協働」、「図書館」と「インターネット」といった安易な二項対立に陥るのではなく、それぞれの良
さを認め、目的や状況に応じて柔軟に組み合わせる授業設計の視点が求められます。
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学びのコントローラーを子どもの手に学びのコントローラーを子どもの手に

神田小の公開研に参加して
　本校も、研究主題「学ぶ喜び」～仲間とつながる学校へ～」
のもと、「子どもに委ねる」「少しずつ手渡す」への転換を
進めています。
　これは、学習において子どもが自ら「選ぶ」
「決める」という決定権、すなわち、
「学びのコントローラーを持つことをめざすものであり、学園内で同じ方向性を向きつつあることを感じました。
それでも、依然として小学校と中学校にはそれぞれの文化があり、研究への取り組み方については、学ぶことが
たくさんあると感じています。　
また、大村先生のお話で特に印象的だったのは、協働的な学びと個別最適な学びは対立するものではないという
ことです。むしろ、これらは豊かな学びを実現するために一体的に充実させるべきであり、授業という
相互作用的な営みを共に創り上げていくことが重要です。この点については本校の６月、９月の校内研でも
質問があったところです。
　子どもたち一人ひとりが自分らしく学び、他者との豊かな関わり（相互作用）を
通して自己調整力を高められるよう、「学ぶ喜び」を「仲間とつながる」中で
追求し続ける授業を創っていきたいと思います。


